
北海道 森町
人口17,392人（平成25年８月）
農業と漁業と観光の町

農 業 者 が 喜 ぶ 、 施 設 園 芸 省 力 化 体 系
の 確 立 に 向 け た 普 及 活 動 の 展 開

北海道渡島農業改良普及センター

檜山振興局

渡島総合振興局

地熱発電所

駒ヶ岳

生産現場の夢トークinアグリビジネス創出フェア2015

濁川地区
農家戸数 56戸
販売額 929百万円(内トマト546百万円)
トマト(48戸、促成850ａ・抑制1600ａ) ①

森 町

濁川地区



②

＜温泉熱利用ハウス＞
温泉熱利用組合25戸、ハウス433棟
情熱野菜生産組合３戸、ハウス35棟
・各農家が温泉井戸を所有、温水をダクト
で循環
・温泉温度は30～90℃と井戸によって差が
大きく、５℃以下になるハウスもある

＜地熱利用ハウス＞
澄川ハウス利用組合９戸、ハウス31棟
濁川ハウス利用組合７戸、ハウス35棟
・北海道電力(株)森地熱発電所が地中還元
する熱水を真水に熱交換する施設を設置
・60～65℃の温水をダクトで循環
・７月中旬～９月中旬まで定期点検のため
休止

トマト生産に温泉熱・地熱を利用

発電施設と地熱利用ハウス

温泉井戸と温泉熱利用ハウス

農家負担
年間約60万円／戸



濁川地区の栽培暦

トマト年２作を主体に、きゅうり、葉菜類を含めた周年栽培

肥培管理、温度管理、水管理、病害虫対策の改善が必要

栽培管理が経験と勘に頼っていて、あまり適切でない

水稲とトマトの労働競合が発生

トマト栽培の現状

③
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地域農業の将来予測

平成22年 平成37年 割合

農家戸数 192戸 132戸 69%

農家人口 705人 415人 59%

高齢者比率 32.2% 57.6% +25%

家族数 3.8人 3.1人 82%

戸当耕地面積 9.8ha 11.6ha 118%

森町農業動向予測（販売農家、道総研）

濁川地区施設園芸農家・ハウス棟数の予測

平成23年 平成37年 差異

ハウス所有農家戸数 50戸 35戸 －15戸

総ハウス棟数 704棟 704棟 ± 0棟

農家１戸当たり棟数 14.1棟 20.1棟 ＋ 6棟

・農家戸数は平成37
年に69％に減少
・農家人口は59％に
減少

・濁川地区の生産量
を維持するために

・１戸当たりハウス
６棟増棟が必要

④



１戸当たり労働時間の将来予測

現在、自家労働で間に合っている 自家労働の限界を超えてしまう

平成22年 14.1棟 平成37年 20.1棟

農家戸数が減少しても、

生産量を維持するためは．．．省力化が必要！
⑤



トマトの病害虫と生理障害の発生対策

項 目 発生要因 対 策

褐色根腐病
連 作
低 温

フスマ施用
抵抗性台木
輪作・休閑

サツマイモ
ネコブセンチュウ

連 作
薬剤防除

冬季被覆除去

オンシツコナジラミ
連 作
周年栽培

薬剤防除

芯止まり症状
肥培管理
水 管 理

ホウ素葉面散布
適正土壌水分

⑥



既存のハウス施設・設備

温泉熱利用ハウス 地熱利用ハウス 温水によるハウス加温

普及センターの活動

作業省力化 天敵利用 抵抗性台木の選定

軽量鉄骨製
幅10ｍ×高さ５ｍ、３ｍ

Ｄ型パイプ製
幅5.4ｍ×高さ３ｍ

温水循環用ダクトホース
を株元に設置

自動換気装置の導入試験
と現地研修会の開催支援

オンシツコナジラミの天
敵の導入試験を支援

トマト生産部会の適正台
木選定を支援

⑦



適切な病害虫防除が出来ない、生理障害も発生

濁川総合的病害虫管理（Ｎ－ＩＰＭ）

Ｎ－ＩＰＭ体系
・病害虫モニタリングと発生対応型防除
・病害虫発生情報の共有化技術
・微生物資材、天敵、抵抗性台木、輪作、休閑、環境整備
・自動換気、湿度（飽差）管理、加温効率化
・土壌診断、作物栄養診断に基づいた肥培管理 ｅｔｃ．

環境負荷軽減、防除作業の省力化、収量・品質向上

農業人口減少、労働競合、長期連作

⑧



生 産 量 ・ 生 産 額 の 維 持

濁川地区施設園芸省力作業体系の確立

周年栽培によるトマト生産を次世代につなげる

ＩＣＴを活用した
環境制御

省力栽培技術

濁川総合的
病害虫管理
（Ｎ－ＩＰＭ）

省力化、既存施設の活用、低コスト

⑨



濁川総合的病害虫管理（Ｎ-ＩＰＭ）
・天敵（オンシツツヤコバチなど）利用
・微生物資材の効果的活用
・物理的防除（防虫ネット、誘殺粘着板）の活用
・病害虫発生情報の共有化システム ｅｔｃ．

協力・連携していただける機関を募集します

⑩

省力化、既存施設の活用、低コスト

ＩＣＴを活用した環境制御および省力栽培技術
・自動換気装置、炭酸ガス施用
・湿度（飽差）管理システム
・効率的な加温システム（温水循環利用方法）
・養液（かん水）システム
・保温資材（カーテン、フィルム資材）
・低段密植栽培、単為結果品種、育苗システム
・環境測定データを利用した生産技術改善 ｅｔｃ．

連絡先：北海道渡島農業改良普及センター TEL 0138-77-8242


